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• データを増やすことによる汎化性能の向上
• トークン分割によらない⼊⼒⼿法の検討
• 実際のタスクによる検証(例:画像検索)

構⽂⽊⼊⼒はテキスト⼊⼒よりもCLIPの識別能⼒を
向上させるか?
• Language and Vision Ambiguities(LAVA)[1]コーパスを使⽤
• 構造的曖昧性を持つ場合での画像-テキストの
ペアマッチングのAccuracyを評価指標とする

Text2Image Retrieval Task
課題：CLIPは構⽂的な曖昧性を区別できない
• テキストの構造的曖昧性によるユーザ意図の誤解
本研究のアイデア
• 構⽂⽊を⼊⼒にしたCLIPモデルのFine-Tuning
実験結果
• テキスト⼊⼒では区別できない曖昧性の制御ができ
ることが分かった

[1] Y. Berzak et al., Do You See What I Mean? Visual Resolution of Linguistic Ambiguities, International Conference
on Empirical Methods in Natural Language Processing(EMNLP), 2015.
[2] H. Chefer et al., Generic Attention-model Explainability for Interpreting Bi-Modal and Encoder-Decoder 
Transformers, 2021 IEEE/CVF International Conference on Computer Vision (ICCV), 387-396, 2021.

提案⼿法

概要

構⽂⽊の括弧表現式をテキストとして扱ってCLIPモデルをFine-Tuning

今後の展望 参考⽂献
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提案⼿法は構⽂情報を意図通りに理解するか?
• 構⽂⽊の差異が認識にしっかり寄与するかを確認
• Transformer-MM-Explainability[2]⼿法で分析
• Unimodal内でのSelf-Attentionと

MultimodalでのCo-Attentionを考慮

実験2設定

実験1結果
• HFのCLIP-ViT-B/32を使⽤
• LAVAコーパスの構成
⼀つの⽂に⼆つの可能な解析

→バッチサイズは２
• LAVAコーパスは少量データ（約

1000個のサンプル）
• バッチサイズを４ですることで
使えるデータのサンプル数を増
やす• 構造的曖昧性により複数の解析結果の可能性がある場合、構文情報の入力がモデルの

識別能力を向上させる事がわかった。
• バッチサイズを増加させることで、学習の安定化による性能向上を示した。

実験2結果 識別成功例 識別失敗例

Model Batch Size Syntax Accuracy
HF-CLIP 2 ー 50.00
HF-CLIP 2 76.24
HF-CLIP 4 83.66

構造による違い：カバンの位置
画像の場合はカバンの位置の違いに注意が正しく与えられる
テキストの場合は意図とは違う注意が当てられた
考えられる原因：トークン分割の失敗（想定：red box、実際：“))))”)

構造による違い：カバンの色
構文木よりも文中の色の単語の情報が強く働いていると考えられる
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黄色のカバンがある画像 ＞ 構文木は合っているが色が緑(文で指
定されていない)のカバンがある画像


